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今
回
は
１
５
４
号
に
引
き
続
き
、
当
館
報
の

歩
み
に
つ
い
て
今
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。

１
５
４
号
で
は
、
復
刊
が
昭
和
46
年
11
月

だ
っ
た
こ
と
ま
で
書
い
た
。
そ
の
第
１
号
で
、

御
子
柴
哲
郎
館
長
は
「
公
民
館
報
は
社
会
教
育

活
動
の
一
部
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
」
公
民

館
事
業
を
「
皆
様
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
皆
様

か
ら
の
問
題
提
起
の
場
で
も
あ
り
」「
地
域
の

課
題
を
見
出
す
大
き
な
役
割
を
も
つ
も
の
」
で
、

「
ご
一
読
く
だ
さ
っ
て
御
感
想
、
御
意
見
等
を

寄
せ
」、「
よ
り
よ
い
館
報
に
」
育
て
て
ほ
し
い

と
綴
っ
て
い
る
。
Ｂ
５
版
で
４
頁
。
表
紙
の
題

字
は
右
上
段
に
縦
書
き
で
「
公
民
館
報　

ひ
ろ

お
か
」
で
、
古
厩
博
人
氏
の
書
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
59
年
1
月
1
日
発
行
の
42
号

か
ら
、
Ａ
４
版
４
頁
、
時
に
６
頁
と
な
り
、
題

字
は
表
紙
の
上
段
に
幅
広
く
据
え
ら
れ
、
平
成

９
年
３
月
の
83
号
ま
で
こ
の
形
が
続
く
。

平
成
9
年
7
月
の
84
号
か
ら
は
、
全
般
的
に

カ
ラ
ー
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
ま
で

白
地
に
黒
文
字
一
色
だ
っ
た
館
報
も
随
所
に
カ

ラ
ー
が
使
わ
れ
、
華
や
か
で
見
や
す
く
な
っ
た
。

な
お
、
こ
の
号
か
ら
題
字
が
昨
秋
他
界
さ
れ
た

百
瀬
勝
一
氏
の
書
と
な
っ
た
。

平
成
12
年
に
は
林
雅
彦
館
長
の
方
針
で
8
月

の
93
号
か
ら
8
頁
に
定
着
し
、題
字
の
上
に「
短

歌
の
ふ
る
さ
と
広
丘
」と
の
表
示
が
な
さ
れ
、平

成
18
年
6
月
に
は「
短
歌
の
ふ
る
さ
と 

公
民
館
報 

広
丘
」と
改
め
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。�（
Ｔ
・
Ｍ
）

広
丘
公
民
館
報
の
歩
み
（
そ
の
２
）

https://www.facebook.com/hirookakouminkan

広丘公民館の最新情報は
Facebook ページをご覧ください。

広
丘
を
代
表
す
る
歌
人
の
歌

母
の
背
に　

を
り
て
眺
め
し　

夕
月
の

�

う
ら
は
か
な
さ
は　

一ひ
と

生よ

を
貫
く

�

若
山
喜
志
子 広丘児童館

広丘地区文化祭で展示された作品
「ぼくたちわたしたちの街」を囲んで
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令和３年度 広丘地区 文化祭
　広丘公民館（えんてらす）で開催された、広丘地区文化祭。　今年度もコロナ禍により展示発表のみの文化祭と
なりました。

広丘児童館を利用している全児童227人による作品、“ぼくたちわたしたちの街”。
広丘の「ここがすきだな」、広丘が「こんなふうになったらいいな」・・・一人ひとりの思いを付せんに書いて
貼ってみました。この作品は広丘地区文化祭で展示されましたが、表紙の写真は児童館で制作に加わった１～
３年生に集まってもらい作品と一緒に撮りました。（一部児童は写真の時だけマスクを外しています）

11月７日（日）開催

表紙説明

　広丘児童館や広陵中学校による児童・生徒の作品をはじめ、広丘地区文化サークル
による絵画・パッチワーク・短歌・俳句等の作品など、数多くの作品が並びました。
　参加された方からは「コロナの中でも、それぞれに作品づくりをされている方々に感
心した。元気をいただいた。」「どれも力作ばかり。来年度はもっとたくさんの作品が並
べられるといいですね。」などの声が寄せられました。写真で展示の一部を紹介します。
　来年度は音楽祭も含め、本来の文化祭ができるよう願っています。

広陵中学校

広丘公民館短歌会

百瀬勝一門下生

分館活動

原新田短歌会キャンディポップ

サルビア会

野の花会



健康講演会
「冬の感染症予防について」
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逃
げ
切
れ
ず
子
捨
て
親
捨
て
死
に
き
れ
ず

�

戻
り
し
故
郷
木
守
柿
赤
く

講評

命
か
ら
が
ら
日
本
ま
で
逃
げ
帰
っ

て
き
た
表
現
が
胸
を
打
ち
ま
す
。結

句
を
「
木
守
柿
赤
く
」で
収
め
る
こ
と
で
、

全
て
の
苦
し
み
を
浄
化
し
て
く
れ
ま
す
。

昔
び
と
の
努
力
の
あ
と
を
知
る
た
び
に

�

無
為
に
過
ご
し
た
わ
が
身
を
恥
入
る

講評

現
代
は
あ
ま
り
に
も
便
利
に
な
り

過
ぎ
て
、工
夫
を
す
る
こ
と
を
忘
れ

て
し
ま
っ
た
。足
り
て
い
な
か
っ
た
か
ら

こ
そ
人
間
は
成
長
で
き
た
の
だ
。

塩尻空手道スポーツ少年団・
日本空手協会塩尻支部

サークル活動日　月曜日・木曜日
午後６時30分から８時頃まで

お問合せ先：奈良井さん
（090-8740-6594）

広丘地区文化サークル紹介

　
月
曜
日
と
木
曜
日
、
え
ん
て
ら
す
や
広
丘

体
育
館
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
空
手
道
の

団
体
で
す
。

　
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
が
中
心
で
す
が
、
幼

児
か
ら
大
人
ま
で
男
女
問
わ
ず
活
動
で
き
ま
す
。

　
子
供
た
ち
は
体
力
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、

我
慢
強
さ
や
集
中
力
・
礼
儀
正
し
さ
な
ど
、

稽
古
を
通
じ
て
心
・
技
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
成
長
を
育
み
ま
す
。
ま
ず
は
遊
び
感

覚
で
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
大
人
は
自
分
の
体
力
に
合
わ
せ
て
稽
古（
練

習
・
運
動
）を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

憧
れ
の
黒
帯
を
目
指
す
こ
と
も
出
来
ま
す
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
注
目
さ
れ
た
空
手

競
技
。
当
団
体
も
内
閣
府
の
認
定
団
体
で

あ
る
日
本
空
手
協
会
の
塩
尻
支
部
と
し
て
活

動
し
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
・
国
体
選
手
も
輩
出
し
ま
し
た
が
、
活
動

し
て
い
く
中
で
各
々
が
目
標
を
持
ち
成
長
で

き
る
こ
と
も
醍
醐
味
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

い
つ
か
ら
で
も
ひ
と
り
ひ
と
り
の
レ
ベ
ル

に
合
っ
た
稽
古（
練
習
・
運
動
）が
で
き
る
空

手
道
。
新
し
い
こ
と
一
緒
に
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
体
験
は
い
つ
で
も
何
回
で
も
お
気
軽
に
。

塩 尻 空 手 道スポ ーツ少 年 団「グレープ ス」

（下半期）広丘公民館　フォトニュース

スマホ活用入門講座

信州しおじり本の寺子屋
「鳴沢真也講演会」

満蒙開拓平和記念館見学

えんてらすのクリスマス会

第３回文芸サロン「善光寺道名所図会」の今昔

９月以降の実施した公民館行事を紹介します。
満蒙開拓平和記念館見学と文芸サロンは、参加者の感想短歌を塩尻短歌館藤森指導員から1首選評していただきました。

りーすつくったの。さんたさん
にぷれぜんともらったの。うさ
ぎさんのやつたのしかったよ。

皆がいるので楽しくできた。
また参加したいです。

2021
9/27

11/29
▶1/11

2021
12/4

2021
9/30

2021
11/17

2022
1/18



郷原分館
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広 丘

 優秀賞 （永田和宏選・小島ゆかり選）、 奨励賞 （佐佐木幸綱選）

つばくらめ　緑をすべり　水すべり　夏をすべるぞ　風だおまえは
入 選 （小島ゆかり選）、 奨励賞 （佐佐木幸綱選）

冬の日に　体寄せ合い　温まる　雀と同じ　我がクラスなり

【
短
歌
以
外
に
好
き
な
こ
と
は
？
】

　
楽
器
演
奏
。
絵
を
描
く
こ
と
。

【
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
一
言
】

　
こ
れ
か
ら
も
短
歌
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の

投
稿
を
続
け
て
い
き
た
い
。
宮
内
庁
の

歌
会
始
に
も
挑
戦
し
た
い
。

【
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
て
一
言
】

　
大
好
き
な
鳥
の
歌
が
認
め
ら
れ
て
嬉

し
い
。
ツ
バ
メ
の
飛
翔
と
ス
ズ
メ
が
群

れ
で
冬
に
温
ま
る
場
面
を
そ
れ
ぞ
れ
歌

に
し
ま
し
た
。

【
短
歌
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？
】

　
小
学
校
の
短
歌
づ
く
り
が
き
っ
か
け

で
す
。

　
日
々
の
小
さ
な
出
来
事
に
感
動
す
る

こ
と
が
短
歌
の
楽
し
み
で
す
。 中村　悠介さん

（広陵中学校３年）
堅石

全国短歌フォーラム in 塩尻の一般の部、題詠歌で優秀賞、 
および奨励賞を自由題で入選および奨励賞を受賞されました。
中学生が一般の部で優秀賞を受賞したのは初めてのことです。

堅石分館／野村分館

原新田分館

12月4日、塩尻短歌館で“涙活”「人権－共に生きる－」
をテーマに朗読会を行いました。

10月9日、柔道家・介護福祉士で、がんサバイバー
である柿本聡さんの講演会を行いました。

12月12日、親子人権学習会として、子ども向けの DVD
上映「どんぐり森へ～ひとりにひとつのたからもの～」
を行いました。

広丘の各分館で行われた
　　人権学習の取り組み



参加者随時募集中！  広丘地区在住の大勢の皆さん参加をお待ちしています。
問い合わせ先
広丘公民館

☎ 0263-52-0157

健康づくりと仲間づくり

スポーツを通じ、明るく笑顔で、

広丘地区体育協会キャッチフレーズ
体協だより
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広丘体協「スポーツ少年団」の活動
『少年少女柔道大会』

　12月25日に令和３年度広丘・吉田・高出地区 少年少
女柔道大会が行われました。
　昨年は新型コロナの感染拡大防止のため中止になりま
したが、今年は感染レベルも下がり感染拡大防止の対策
を行いながらの大会になりました。
　幼児、小学１・２年生、３・４年生、５・６年生、中
学生男子、中学生女子に分かれ熱い戦いが行われました。
　私自身、柔道の大会を間近で観たのは初めてで、学年
が上がるにつれて試合中の選手の足音と呼吸に私の心拍
数も上がりました。今回、大会運営に携わることができ、

広丘地区体育協会 会長� 平林 利幸

　広丘体協に対し皆様方の相変わらずの御
理解と御協力を賜り感謝申し上げます。
　新型コロナウィルスの影響により２年余
りにわたり計画した事業が十分に行えません
でした。市体協はもとより、各地区体協に
おいても同様に中止等が相次ぎました。
　さて、親しまれております体育協会とい
う名称が、時代に合わせてか、スポーツ協
会という名称への変更が取り沙汰されてお
ります。一刻も早いコロナの消滅と計画さ
れた事業が新しい名称のもと実施されるこ
とを願う次第であります。
　今後とも、広丘体協へのご支援よろしく
お願い申し上げます。

広丘地区体育協会副会長� 小野 宏 （ＮＰＯ塩尻市体育協会担当）

　令和３年度上半期はコロナ感染の第４波、第５波
に見舞われ、ほとんどの事業（大会、交流会）が中止、
延期を余儀なくされました。
　ただ守勢に回ってばかりはいられません。感染が
大幅な縮小傾向に転じた秋以降は各競技上位団体が
定めるガイドラインに沿った対策をしっかり講じた上
で、精力的に活動を再開する動きが見られました。こ
の流れはさらに拡がるはずです。
　コロナ対策に留まらず安心・安全な活動の継続に
向けて工夫を凝らす、新たな試みにも挑戦する、そん
な機会をいただいたと感じています。

また貴重な体験をさせて頂き大変感謝しています。歴史のある大会なので今後も広丘体協として大会に携わっていけれ
ばと思います。� 広丘地区体育協会　スポーツ少年団　三村 哲康

12月19日開催、広丘地区剣道練成会の様子
（剣道用フェイスシールドとマスクを着用）
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健康セミナー

　第１回は６月22日の「大人のラジオ体操
を体験しよう！」から始まりました。第２
回「高血糖を知ろう」では、血糖値を下げ
る唯一のホルモンであるインスリンの働き
を学びました。食後の高血糖は血管にダメ
ージを与え、動脈硬化を引き起こし、脳梗
塞、認知症などのリスクが高くなると考え
られています。第３回「ゲートキーパー研
修」では、悩みを抱えている方に対する声
掛けのポイントを教わりました。そのうち
の一つをご紹介します。「OKメッセージを
贈ろう」名前と挨拶をセットに、「〇〇さ
ん、おはよう！」と声をかけてみてください。

広丘地区の活動

●歩き方のコツ伝授講座
　�歩く姿勢に注目し「正しいウオーキング
の姿勢」で歩く練習をしました。

●ラジオ体操講座
　�ラジオ体操はポイントを意識して行うと、
さまざまな効果が期待できるので、自分
の好きな場所・好きな時間に１日1回ラジ
オ体操をすることを呼びかけました。

●広丘地区文化祭
　�秋に開催された広丘地区文化祭で「広丘
地区ヘルスアップ委員会」について展示
しました 。

冬の運動不足を感じている方へ 脂肪燃焼＆シェイプアップ教室

３月25日（金）　10時～ 11時30分
場所：塩尻市保健福祉センター３階
内容：日常生活の中で実践できる運動や筋トレ 
持ち物：飲み物、フェイスタオル、ヨガマット
講  師：小林美穂（健康運動指導士）

参加費：無料
申込み：0263-52-0858

広丘地区　ヘルスアップ委員会

あ・ゆ・みあ・ゆ・み2021年度の
ヘルスアップ委員会（保健補導員等）は県内71市町村で設置されており、塩尻市ヘルスアップ委員
会もその一つです。塩尻市では各区から委員が選出され、健康セミナーを通じて健康に関する知識を習
得したり、地域で教室を開催したりするなど健康づくりのための様々な活動を行っています。

♪自分たちの健康は自分たちで守りましょう♪

塩尻市健康推進
キャラクター

ラジッコ

第２回健康セミナー「高血糖を知ろう」



（原新田分館　宮田幸恵）
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前回の郷原に続き、

今回は原新田分館よ

りコロナ禍での分館

活動の一部を紹介し

ます。

「読まれる」館報にデザイン変更
　原新田は年に３回、文教部教養班の役員が中
心になって公民館報を発行しています。昨年３
月、170号という節目に合わせて大幅リニュー
アルを行いました。編集・印刷をお願いしてい
る日本ハイコム㈱社の原新田担当の方に相談を
重ね、特に表紙のデザインは時間をかけて検討
しました。若い世代の目にも留まるデザインに
なったと自負しています。

魅力ある記事づくり
　連載『原新田はっけん伝』を前号172号から
スタート。魅力ある区内の「人」や「もの」を
ピックアップして取材。初回は、「東洋の魔女」
と称えられた女子バレーボール日本代表のチー
ムで活躍した87歳の女性。今では信じられな
いほどの厳しい練習に耐え、世界最強だった日

本チームの当時の様子などをお聞きしました。
次号３月発行の173号では、セイコーのクオー
ツ式時計「初代・アストロン」の開発チームで、
唯一の設計担当だった84歳の男性を取材。「今
しか聞けない」貴重なお話をお聞きすることが
できました。
　連載『母川回帰～こころの故郷をつくる』で
は、公民館青少年運動クラブとして52年前に
発足した「一里塚剣道クラブ」の心あたたまる
師弟のふれあいを紹介しています。　
　区外の方にも若
干数ですがお分け
していますので、
お住まいの分館や
広丘公民館へお問
い合わせください。

分館だより vol.2　原新田分館

改革元年！ コロナ禍を理由にしない活動

　
島
木
赤
彦
寓
居
「
牛
屋
」
は
、
令
和
４
年
４
月
の
竣
工
を
目
指
し
て
移
築
工
事
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
築
１
０
０
年
以
上
経
つ
牛
屋
は
、
木
材
の
腐
食
や
損
傷
な
ど
が
多
く

の
部
分
に
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
つ
一
つ
の
部
材
を
丁
寧
に
繕
い
、
で
き
る
限
り
古
材
を

生
か
し
て
再
築
し
て
い
ま
す
。併
せ
て
、建
物
の
耐
震
補
強
や
外
構
の
整
備
も
お
こ
な
い
、

こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
安
心
し
て
牛
屋
の
見
学
・
活
用
が
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

　
文
化
財
の
修
理
に
は
多
く
の
手
間
と
時
間
が
掛
か
り
ま
す
が
、
地
域
の
宝
を
後
世
に

繋
ぐ
こ
と
を
使
命
に
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�

塩
尻
市
文
化
財
課

　
島
木
赤
彦
は
明
治
・
大
正
期
に
活
躍

し
た
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
代
表
歌
人
で
す
。

そ
の
赤
彦
が
、
明
治
42
年
に
校
長
と
し

て
赴
任
し
た
広
丘
尋
常
高
等
小
学
校

（
現
広
丘
小
学
校
）
時
代
に
２
年
間
暮

ら
し
て
い
た
の
が
、
広
丘
原
新
田
の
郷

原
街
道
沿
い
に
あ
っ
た
島
木
赤
彦
寓
居

「
牛
屋
」
で
す
。「
牛
屋
」
は
屋
号
、「
寓

居
」
は
下
宿
の
意
味
で
す
。

　「
牛
屋
」
は
、
令
和
２
年
８
月
に
国

登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
所
有

者
の
太
田
壽
美
さ
ん
が
塩
尻
市
に
寄
付

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
有

効
な
公
開
・
活
用
方
法
を
検
討
す
る
中

で
、
原
新
田
区
や
短
歌
館
協
力
会
の
要

望
も
あ
り
、
短
歌
館
横
の
歌
碑
公
園
内

に
移
築
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
塩
尻
短
歌
館
と
共
に「
地
域
の
宝
」

と
し
て
、
ま
た
、「
短
歌
の
里（
ふ
る
さ

と
）」
を
代
表
す
る
も
の
の
一
つ
と
し

て
、
地
域
の
皆
様
に
大
切
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

塩
尻
短
歌
館
　
館
長
　
勝
野
雅
文

島
木
赤
彦
寓ぐ

う

居き
ょ「
牛
屋
」の
移
築�

�

～
国
有
形
文
化
財 

歌
碑
公
園
へ
～

移築前の赤彦寓居「牛屋」
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百
年
前
の
流
行
性
感
冒
㈥

　

今
年
は
「
壬

み
ず
の
え
と
ら

寅
」
の
年
で
す
。「
壬
寅
」
は

運
気
が
芽
吹
き
新
し
い
成
長
が
期
待
で
き
る
年

と
い
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
今
年
は
ど
ん

な
一
年
に
な
る
で
し
ょ
う
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
日
本
で
確
認
さ
れ
た
の
は
２
年

前
の
１
月
15
日
、
累
計
の
感
染
者
数
は
１
８
０

万
人
、
死
者
は
１
万
８
０
０
０
人
を
超
え
ま

し
た
。
ウ
イ
ル
ス
は
変
異
で
頻
繁
に
姿
を
変

え
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま

す
。
県
内
で
は
一
日
の
感
染
者
数
の
最
多
を
更

新
し
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い

く
で
し
ょ
う
。

　
「
ふ
る
さ
と
探
訪
」
は
２
年
前
か
ら
「
百
年

前
の
流
行
性
感
冒
」
を
取
上
げ
て
い
ま
す
。
そ

の
㈣
で
、
上
伊
那
郡
西
春
近
小
学
校
の
高
等
科

二
年
生
が
伊
勢
方
面
へ
の
修
学
旅
行
後
に
流
行

性
感
冒
に
罹
り
、
生
徒
が
死
亡
し
た
こ
と
を
当

時
の
信
濃
毎
日
新
聞
の
10
月
26
日
付
け
か
ら
紹

介
し
ま
し
た
。
前
号
で
は
広
丘
小
学
校
の
赤
羽

威
太
郎
校
長
が
風
邪
の
た
め
に
亡
く
な
っ
た
こ

と
を
洗
馬
小
学
校
の
学
校
日
誌
か
ら
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
洗
馬
小
学
校
の
学
校
日
誌
に
流
行

性
感
冒
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
る
の
は
10
月
26
日

か
ら
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
大
正
７
年
10
月
下

旬
か
ら
筑
摩
郡
内
は
勿
論
県
内
で
も
流
行
性
感

冒
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
広

丘
小
学
校
に
は
そ
の
年
の
学
校
日
誌
が
な
い
の

で
、
広
丘
村
が
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
か
、

詳
し
く
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。『
学
校
沿
革
誌
』

の
「
大
正
七
年
十
月
廿
八
日
死
亡　

十
一
月
十

日　

村
葬
儀
執
行
」
の
記
述
を
手
が
か
り
に
10

月
か
ら
11
月
は
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
か
、

信
毎
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
「
風
邪
の
病
菌
発
見
」
の
見
出
し
で
「
仏
国

に
於
い
て　

十
四
日
巴パ

里リ

発
＝
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
病
原
菌
は
仏
國
人
に
依
っ
て
発
見
せ
ら
れ

た
り
と
」
の
記
事
が
書
か
れ
て
い
る
の
は
10
月

19
日
で
す
。
22
日
か
ら
は
流
行
性
感
冒
の
記
事

が
第
五
面
に
毎
日
書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
併
発
病
の
虞お
そ
れあ

り
隔
離
を
要
す
」の
見
出
し
で
、

今
回
流
行
の
「
悪
性
風
邪
」
は
今
や
世
界
的
な

も
の
で
、
塹ざ
ん

壕ご
う

風
邪
と
か
西ス

班ぺ

牙イ
ン

風
邪
と
も
い

わ
れ
て
い
る
こ
と
、
日
本
で
も
猛
烈
な
勢
い
で

広
が
っ
て
い
る
こ
と
、
普
通
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
は
違
っ
て
い
て
、
肺
炎
又
は
心
臓
麻
痺
を

起
し
易
い
の
で
、
そ
の
予
防
法
と
し
て
は
患
者

に
絶
対
接
近
し
な
い
こ
と
、
患
者
を
一
室
に
隔

離
す
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た
の
は
26
日
。
翌
日

に
は
県
か
ら「
予
防
注
意
」が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

月
末
か
ら
は「
悪
風
邪
益
々
猖
し
ょ
う

獗け
つ

中
学
生
徒
に

死
亡
者
あ
り
」「
漸
次
死
亡
率
を
高
む
」
の
見
出

し
で
罹
病
者
が
急
性
肺
炎
を
併
発
し
死
亡
す
る

記
事
が
書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な

状
況
で
し
た
が
、
東
筑
摩
郡
里
山
辺
小
学
校
で

は
11
月
に
尋
常
科
６
年
生
が
直
江
津
方
面
、
高

等
科
生
は
伊
勢
方
面
に
出
か
け
る
記
事
も
登
場

し
ま
す
。

　

赤
羽
威
太
郎
校
長
の
こ
と
は
31
日
に
「
赤
羽

氏
の
訃
」
と
し
て
記
事
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
は
「
鎌
倉
・
東
京
方
面
に
修
学
旅
行
に

生
徒
50
余
名
を
引
率
し
て
17
日
に
出
発
、
そ
の

帰
途
21
日
に
小
諸
町
の
妻
女
こ
う
子
方
の
仮
寓

に
宿
泊
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
夜
中
に
発
熱
の
症

状
が
出
て
、
種
々
治
療
を
し
た
け
れ
ど
も
、
つ

い
に
28
日
の
夜
7
時
に
長
逝
し
た
こ
と
、
村
葬

は
11
月
10
日
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
、
本
葬
は

高
遠
町
の
峰
山
寺
で
執
行
の
こ
と
」
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
新
聞
記
事
に
よ
っ
て
、
当
時
の

状
況
が
少
し
ず
つ
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
広
丘

小
学
校
で
は
県
内
で
流
行
性
感
冒
が
流
行
す
る

前
に
修
学
旅
行
に
出
か
け
て
い
ま
す
。
安
全
を

最
優
先
に
し
た
旅
行
で
、
死
亡
者
が
で
る
こ
と

は
予
想
も
し
な
か
っ
た
こ
と
で
、
知
ら
せ
を
受

け
た
学
校
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
た
の
で

し
ょ
う
。

　

原
新
田
で
は
大
正
6
年
に
神
社
の
入
り
口
に

双
体
道
祖
神
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。
道
祖
神
は

子
孫
繁
栄
を
祈
る
神
で
あ
る
と
同
時
に
疫
病
や

流
行
病
を
防
ぐ
神
で
す
。
校
長
先
生
が
な
く

な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
新
し

く
で
き
た
道
祖
神
に
手
を
合
わ
せ
た
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。�

（
太
田
秀
保
）

　

館
報
編
集
委
員
長
と
し

て
一
年
が
過
ぎ
よ
う
し
て

い
ま
す
。
こ
の
一
年
と
い

う
の
は
前
年
よ
り
比
較
に

な
ら
な
い
ほ
ど
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が
多
い

一
年
と
な
っ
て
い
ま
だ
、
変
異
株
が
世
界

を
覆
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
前
年

と
変
わ
り
な
く
活
動
が
で
き
た
の
は
館
報

だ
け
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
慣
例
に
従
っ
て
活
動
す
れ
ば

「
よ
し
」
と
し
て
き
た
公
民
館
の
中
で
、

前
例
が
な
い
こ
と
ば
か
り
が
つ
づ
い
て
い

る
現
在
で
す
。
公
民
館
か
ら
離
れ
て
冠
婚

葬
祭
で
す
ら
、
こ
の
コ
ロ
ナ
で
大
き
く
姿

を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
多

く
の
議
論
を
し
て
将
来
を
見
据
え
た
展
開

に
世
の
中
変
わ
る
必
要
は
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
は
デ
ジ
タ
ル
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
進
ん
で
い
な
い
の
も
公

民
館
の
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
元
に
戻
す

の
で
は
な
く
一
歩
進
ん
だ
近
未
来
に
な
っ

て
い
き
た
い
で
す
ね
。　

�

（
塚
原
）

編集
後記

区 世帯数 男 女 計

原新田 1,886 2,061 2,001 4,062

堅　石 1,019 1,284 1,319 2,603

郷　原 701 766 739 1,505

野　村 2,617 2,865 2,596 5,461

計 6,223 6,976 6,655 13,631

塩尻市 28,277 33,092 33,191 66,283

世 帯 数 と 人 口
（令和４年２月１日現在）
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